
〔敬称略・順不同〕 

 

▼広告協賛をいただいた皆様 

●城南信用金庫 ●くどうちあき脳神経外科クリニック ●有限会社ピアノハウス川井 ●うめやしき整体院 ●エアクリッパーデザインハウス 

 

▼協賛金・ご協力をいただいた皆様 

●朝倉泰子 ●大島ツル ●大田区立東調布中学校同窓会 ●斉藤光子 ●伝助渡邊工務店 ●大勝工務店 ●大勝不動産  

●東京土建大田支部 ●東京羽田ロータリー・クラブ ●ももの会 ●山中智子 ●株式会社ヒロエンタープライズ ●有限会社安久工機 

●読売新聞販売店 YC 大森・YC 池上・YC 蒲田西部 ●武蔵新田「ワインライト」 

口数は省略させていただきました。またご希望により掲載していない方もございます。 

 

▼チャリティーライブに出演いただいた皆様 

●Happy smile express ●怜良～Ley-ra～ ●LOON ●Ys-11 ●Boogie ●結海 ●進音 ●星と愛 ●水谷共晴 ●Meli-Melo  

●大田ボランティアーズ ●大田ボランティア合唱隊  

 

▼ポスター・チラシ設置や告知活動にご協力いただいた方々 

〔ポスター・チラシ設置等〕 

●うめやしき整体院 ●大島園たばこ店 ●南蒲幼稚園 ●矢口の渡商店街 ●色えんぴつ ●ワイキキ ●柳谷酒店 ●大恵動物病院 

●オオタキ文具 ●小西医院 ●和正眼鏡店 ●東京サーハウス ●エムエムノッカ ●イギアウィメンズクリニック ●ブラス・カナテック 

●サーズデイブラスバンド ●東京都理容組合大田支部青年部 ●大田区議会 ●雪谷文化センター金曜会（明朗麻雀） 

●雪谷文化センター男の料理クラブ ●ローソン仲池上一丁目店 ●BIG BEN ●城南信用金庫 ●大森建設組合 ●大勝不動産 

●JCN 大田ダイシンスタジオ ●スター楽器(株) ●子ども交流センター ●こらぼ大森 ●東京土建大田支部 ●大勝工務店 

●子どもガーデンパーティ平和島会場 ●スタジオ pohasa ●日体荏原高校 ●日本工学院 ●Phonokafe ●Hasu no hana 

●ライトハウスチャーチ ●トランジスタレコード ●ラミノア ●シエルズガーデン ●鵜の木商店街 ●大田区産業プラザ 

●大田区観光協会(品川駅) ●大田浴場連合会 ●大岡山北口商店街振興組合 ●東急蒲田駅 ●池上本門寺春祭り ●馬込大桜祭り 

●東北復興チャリティーライブ in はすぬま温泉 ●多摩川マルシェ ●ティールグリーン・シード・ヴィレッジ ●望田歯科医院 

●東蒲田 1 丁目町会 ●南蒲田おにぎり専科「とうげ」 ●大森関西風たこ焼き「なんでやねん」 ●蓮沼居酒屋「豆」  

●蓮沼居酒屋「澪」 ●武蔵新田「ワインライト」 ●くりらぼ多摩川 

 

〔web サイト掲載〕 

●大田区区民活動情報サイト オーちゃんネット ●大田区ホームページ ●おおた区報 ●一般社団法人大田観光協会 イベントカレ

ンダー ●るるぶ.com  (株)JTB パブリッシング（JTB Publishing, Inc.）  ●イベントバンク ●Walkerplus  株式会社 角川マガ

ジンズ ●イベント情報サイト「excite シーズン」 エキサイト(株) ●アパホテル（APA ホテル） ●イベントウォッチャー (株)JTB

パブリッシング（JTB Publishing, Inc.） ●朝日新聞デジタル (株)朝日新聞社 ●まちこみ ZAQ ●＠nifty旅行 イベントガイド ニ

フティ(株) ●livedoor 地図情報 LINE(株) ●Yahoo!ロコ（地域情報） ヤフー(株) ●ニコン すぽっとサーチ (株)ニコンイメー

ジングジャパン ●知っ得まちネット大田区 E＆N(株) ●ゆこゆこネット ●日本大震災復興支援チャリティコンサート情報 

●タウン情報東京都等 

 

 

 

 

ご協賛・ご協力いただいた皆様に対し、心より感謝申し上げます。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大田区＆東松島市「絆」音楽祭 活動報告とお礼 

○編 集 縁プロジェクト 

○発行日 平成26年7月2日 

○発行者 大田区＆東松島市「絆」音楽祭実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：大田区＆東松島市「絆」音楽祭実行委員会 

共催：大田区,大田区被災地支援ボランティア調整センター 

後援：東松島市,学校法人片柳学園 東京工科大学・日本工学院専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 5 月 24 日土曜日、日本工学院専門学校（大田区西蒲田）で、第 3 回『3.11 東日本大震災を忘れない  

大田区＆東松島市「絆」音楽祭』を開催しました。大田区と東松島市の被災地支援交流で芽生えた縁（えにし）、友

情、そしてお互いの感謝の想いが積み重なり、大田区民と東松島市民の有志の企画により誕生しました。それが、

平成 24 年に開催した「第 1 回絆音楽祭」でした。3 回目となる今回は、「共に未来へ」歩みを進めようと大田区民

と東松島市民の有志達が集いました。 

 

今年は東松島市の一般参加者を迎えて、体験や現在の想いを語っていただいたり、大田区高校生ボランティア経

験者と東松島高校卒業生によるトークを行い、互いに交流できるステージを実現しました。 

会場の入り口では、支援活動・復興の歩みのパネル展示、松林の再生を目指した松の苗の配布、大田区防災課に

よる防災グッズの展示、東松島市内の地域で作られた復興支援商品販売の各コーナーが並びました。東松島市から

参加された方々から話を聞きながら、来場者は熱心に見て回りました。 

フィナーレでは「花は咲く」を手話を交えて全員で歌い、出演者も来場者も一体となって、音楽の力により交流

を深めました。詳しい内容は次頁をご覧ください。 

 

来場者アンケートによると、来場目的への回答に「ボランティアまたは復興支援に関心があるため」が、「音楽鑑

賞」を上回っており、音楽祭の開催目的への関心が強いことが伺えます。また「震災について考えるキッカケにな

った」や、自身にできること、実際に行動したこと等がコメントに寄せられました。これらは、今年のテーマ「共

に未来へ」に答えるものであり、今も続く復興への道のりを一緒に歩もうとする、新しい絆の芽生えだと思います。

音楽祭の成功をご報告しますとともに、ご協力・ご支援いただいた皆様へ感謝を申し上げます。 

活 動 報 告 と お 礼  

第 3回 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ発表は、阿部秀保東松島市長、松原忠義大田区長 、千葉茂

学校法人片柳学園副理事長によるご挨拶から始まり、全部で 11グルー

プが出演。歌、三味線、ギター弾き語り、チアリーディング、ダンス、

ビッグバンド等、多岐にわたるパフォーマンスを披露した。懐かしい曲

から現代風にアレンジした曲まで演奏があり、来場者は熱心に聞き入っ

たり、一緒に口ずさんだりしていた。 

来場者から「音楽の力は素晴らしいと思います」とコメントが寄せら

れ、また、若い世代グループの発表には「元気をもらった」という声も

多かった。 

 

 

 

 

東日本大震災から 3 年が経ちました。「がんばろう、日本。がんばろう、東北」のメッセージもいつしか

遠ざかってしまいました。しかし、被災地では、まだ試練の日々が続いております。 

震災直後、我々もいろいろなことを考えていたと思います。命の大切さ、当たり前にできる暮らしのあり

がたさ、自分にとって何が一番大切なことなのか、振り返って気付いていただけたらと思います。 

「忘れないでほしい」私たちが被災地で活動している時に一番よく聞く言葉で

す。音楽祭をご覧になった皆様がもう一度、東北に思いを寄せていただき今後

も変わらぬ被災地支援にご協力いただけたらと思います。 

第 3 回絆音楽祭を通じて「わすれないことが 未来へつながる道」と改めて

感じました。今後も絆音楽祭が開催できるように、我々実行委員一同歩みを進

めて参ります。 

この音楽祭を支え続けていただいている多くの方々に心からの感謝を申し

上げ、これからもご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

大田区&東松島市「絆」音楽祭実行委員会委員長 仙 裕司 

 

ありがとうございました！  

▲阿部秀保東松島市長 (左)、松原忠義大

田区長 (中央)、千葉茂学校法人片柳学園

副理事長 (右)によるご挨拶。 

▲音楽祭の司会を務めた重田さん

（左）と牛頭さん（右）。 

▲シュテルネンコールやもと。コー

ラスと踊りで賑わせた。 
▲日本工学院専門学校コーラス隊。

チームワークでアカペラを熱演。 

▲三味線将大(まさひろ)会による愛

唱歌メドレー、民謡「大漁唄い込み」。 

▲@BEAT（東松島高校）による元気

なダンス。観る人へパワーを与えた。 

 

▲下村明彦さんによるギター弾き語

り。阪神淡路での震災体験も語った。 

▲日体荏原高校チアリーディング部

“BIG STONES”。 
▲日体荏原高校ダンス部。創設した

ばかり。フレッシュな演技を見せた。 

▲男声カルテットのハラハラシンガ

ーズ。「東松島賛歌」他を歌った。 

▲

 

大田区被災地支援ボランティア調整センター小野 紀之事務局長

は災害への備えとして「一人から今からできることをやろう」、そ

して、「皆で力を出し合い、あの悲劇を繰り返さないこと」が大切

と語った。 

東松島高校卒業生2名と大田区高校生ボランティア経験者2名に

よるトークで、震災当時に自身が行動したこと、経験により震災に

ついて考えたこと、今私たちにできること等を語り合った。「自分

には無理と思わず、自分に何ができるかと考え実行していくことが

復興につながる」の言葉に対し、来場者から共感する声があった。

真剣なトークに会場全体がひきつけられ、最後は、将来へ向けて共

に歩もうとする雰囲気に包まれた。 ▲東松島高校卒業生と大田区高校生ボラン

ティア経験者によるトーク。 

▲大田区被災地支援ボランティア調

整センター小野 紀之事務局長より。 

▲ ▲復興支援商品「おのくん人形」

「ネクタイポーチ」は完売。 

▲大田区防災課による防災グッズの展示。非常食ビスケットの試食も。片柳学園、 

大田区、縁プロジェクトが取り組む支援活動の様子をパネル展示し、訪れた人々へ現

在の状況を伝えた。会場内およびパネル展示の場で、東松島市からの参加者に体験や

想いを語ってもらった。 

▲沢山の方にご来場い

ただきました。ありがと

うございました。 

イベント風景  

▲JMC（城南信用金庫音楽部）によ

る演奏。 

▲


